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錦
江
町
長

　

 

楠　

元　

忠　

洋

　

昨
年
は
、
台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
も
少
な
く
、
穏
や
か
な
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、

韓
国
で
は
、
国
の
リ
ー
ダ
ー
の
選
挙
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
を
除
く
国
で
は
、

新
た
な
リ
ー
ダ
ー
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
国
内
で
は
、
12
月
に
衆
議

院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、民
主
党
か
ら
自
民
党
へ
政
権
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

長
引
く
不
況
に
よ
る
景
気
低
迷
、
農
産
物
の
価
格
低
迷
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、

尖
閣
諸
島
や
竹
島
な
ど
の
領
土
問
題
に
端
を
発
し
た
日
中
・
日
韓
の
経
済

関
係
の
悪
化
な
ど
、
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き

ま
し
た
。
政
権
交
代
に
よ
り
、
新
た
な
展
開
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
税
収
の
減
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
の
課
題
に

加
え
て
、
空
き
家
、
耕
作
放
棄
地
、
鳥
獣
被
害
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
も
、

早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
も
あ
り
、
４
月
に
は
町
議
会
議
員
選
挙
、

12
月
に
は
、
町
長
選
挙
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
、
以
下

の
よ
う
な
政
策
を
実
現
し
、節
目
の
年
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
、
住
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ
感
が
得
ら
れ
る
よ

う
誠
意
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

新
年
の
ご
挨
拶

●防災まちづくり
　・防災行政無線施設のデジタル化（自治会放送の共有化）
　・消火栓の整備
　・自主防災組織の訓練強化
　・排水対策事業推進（大根占地区、神川地区）
　・橋梁長寿命化・住宅長寿命化の計画的推進

●産業振興
　・契約栽培の推進（品目、数量の拡大）
　・次世代農業の実践
　・産地間交流の発展的実践…６次産業化・物産協会の活動強化
　・小規模修繕事業の積極的導入

●保健福祉
　・�健康診断受診の強化（受診率 65％達成）
　・錦江園外部委託の検討
　・救急医療施設の確保の取組

●教育及び教育施設の充実
　�・こども議会の実施
　・中学校跡地の利活用
　・グランドゴルフ場の整備

●その他の取組
　・地球温暖化防止の取組（グリーンカーテン、ＬＥＤ導入、節電）
　・第２次行革大綱の制定及び推進
　・地域担当職員制度の充実（自治会単位への配置）

本年主要な政策目標
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行政相談出前教室

11月23日（金）肝属地区広域文化祭が東串良町総合センターで開
催されました。

　錦江町から神川小学校の５・６年生が銭太鼓の演奏で出演しまし
た。
　この神川小学校の銭太鼓は、毎年６年生から５年生へと伝承され、
５年生は学習発表会で発表しています。
　今回は短い時間の中で練習を頑張り緊張しながらも一生懸命発表す
ることができました。

12月18日に田代小学校６年生を対象に行政相談出前
教室が開催されました。

　総務省の鹿児島行政評価事務所と錦江町田代地区の行政
相談委員の迫田和文さんが道路の段差が改善された事例な
どをあげてわかりやすく説明され、子ども達は行政相談の
役割や大切さを熱心に聞いていました。
　次回は１月に徳永幹子相談委員の担当大根占地区でも開
催される予定です。

錦江
暮らしの情報や、みん
なの活躍など、まちの
話題をピックアップし
てご紹介します。

12月サンドームおおねじめで『北別府学先生の少年
野球教室』が開催されました。

　野球教室には、錦江町・南大隅町の両町内で、軟式野球、
ソフトボールをしている児童生徒約90名が参加しました。
　野球教室では、ボールの握り方、投げ方の基本を、子供た
ちに直接指導され、基本の大切さを教えてくださいました。
　子供たちは真剣な眼差しで指導を受け、それぞれの夢や
目標を再認識したことと思います。

鹿児島県農山漁村女性活動功労者表彰受賞

健やかな町・健康づくりを目指して

プロ野球元広島東洋カープ投手
北別府学先生による少年野球教室開催

11月16日、猪鹿倉自治会の猪鹿倉房子さんがかごし
ま県民交流センターにおいて農山漁村女性活動功

労者表彰を受賞しました。
　長年地場生産物を活用した農産加工に取り組み、花瀬漬
けや竹皮弁当などの商品開発や地産地消活動による地域活
性化に貢献されたことが評価され、受賞いたしました。

KINKO TOWN TOPICS
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12
月
15
日
〜
16
日
、
第
４
回
大
根
や
ぐ

ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が
宿
利
原
農
村

公
園
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
地
場
産
業
の
干
し
大
根
を
町
内
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
誇
り
を
持
つ
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、
地
域
住

民
が
一
体
と
な
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
大
根
や
ぐ
ら

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
子
供
た
ち
の
作
っ
た
和

紙
キ
ャ
ン
ド
ル
、
干
し
大
根
の
販
売
や
豚
汁

の
無
料
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
、
2
日
間
で
延

べ
１
５
０
０
人
の
来
客
が
あ
り
、
遠
く
は
熊

本
県
か
ら
も
見
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

さ
れ
た
方
の
写
真
展
示
や
干
し
大
根
に
な
る

ま
で
の
映
像
な
ど
も
放
映
さ
れ
、
来
場
者
は

豚
汁
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
鹿
児
島
市
の
紫
原
町
内
会
の

方
々
22
名
が
、
神
川
大
滝
公
園
や
花
瀬
公

園
な
ど
観
光
さ
れ
た
後
、
農
業
体
験
か
ら
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
ま
で
参
加
さ
れ
、
大

変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
場
産
業
を
活
か
し
、
地
域
活

性
化
を
図
り
な
が
ら
都
市
と
農
村
を
つ
な
ぐ

イ
ベ
ン
ト
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

第４回

地
域
が
一
帯
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト

大
根
や
ぐ
ら

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
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池
田
地
区
公
民
館
で
は
、
今
年

も
小
学
校
と
合
同
に
よ
る
地
区
運

動
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
前
夜
の
雨
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
水
た
ま
り
等
の
あ
る
状
態
で

し
た
が
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な

さ
ん
や
地
区
公
民
館
と
自
治
会
の

役
員
が
協
力
し
、
早
朝
か
ら
対
応

し
予
定
時
刻
を
少
し
遅
ら
せ
る
だ

け
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
11
月
4
日
（
日
）

恒
例
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
が
表
木
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
の
準
備
と
し
て

午
前
８
時
か
ら
地
区
公
民
館
総
出

で
草
刈
り
機
を
持
ち
込
み
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

草
刈
り
と
並
列
し
て
、
上
部
地

区
子
ど
も
会
で
今
年
は
彼
岸
花

３
０
０
個
程
度
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
周

辺
、
各
自
治
会
公
民
館
に
植
樹

し
ま
し
た
。
早
け
れ
ば
来
年
の
秋

大
変
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
で

し
ょ
う
。
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
っ

て
春
は
桜
、
秋
は
彼
岸
花
が
綺
麗

な
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

そ
の
後
、
８
ホ
ー
ル
コ
ー
ス
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、

い
い
汗
を
か
い
て
楽
し
い
時
間
を

す
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
時
間
は
上
部
地
区

女
性
部
の
皆
さ
ん
が
朝
早
く
か
ら

作
っ
た
温
か
い
煮
込
み
そ
ば
の
差

し
入
れ
が
あ
り
、
美
味
し
く
頂
き

ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
は
石
油
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
等
当
た
る
お
楽
し
み
抽

選
会
も
あ
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
1

日
で
し
た
。

　

各
自
治
会
と
も
選
手
選
考
に
は

大
変
苦
労
し
て
お
り
ま
す
が
、
年

代
に
と
ら
わ
れ
ず
競
技
に
参
加
し

て
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
を
持
つ
こ

と
の
で
き
た
一
日
で
し
た
。
最
初

の
う
ち
は
少
し
足
を
取
ら
れ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
例
年
ど
お

り
の
に
ぎ
や
か
な
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
地
区
出
身
の
中
学

生
も
全
員
が
参
加
し
役
員
を
率
先

し
て
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

高
校
生
も
参
加
し
て
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
大
会
で
し
た
。
こ
の
こ
と
が
宿

利
原
地
区
と
合
同
で
参
加
し
た

町
民
体
育
大
会
の
優
勝
に
も
つ
な

が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
池
田
地
区
で
は
春

と
秋
の
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
た
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど

地
区
民
の
交
流
の
場
を
設
け
て
い

ま
す
。

池
田
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介

上
部
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介

錦
江
町
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
だ
よ
り
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上薗　志歩（神川新町自治会）
　私は3歳の時に引っ越してから、高校卒
業までの15年間を神川地区で過ごしてきま
した。学校生活は先生方にも恵まれ、みん
なとふざけ合いながら楽しい毎日を過ごす
ことができました。15年間を神川地区で過
ごせたこと、今でも事あるごとに集まる仲
のいい友達に出会えたことを、誇りに思って
います。
　私は現在、鹿児島大学の保健学科に在籍し、看護師・助産師
を目指して勉強しています。大学での様々な勉強を通し、命に
ついて考えることが多くなりました。私が今ここに存在できて
いるのも、まだおなかの中にいる時から私を守り健康な体で大
きな病気や怪我もなく育てて頂いた両親のおかげであり、決し
て両親に頂いたこの健康な体が当たり前のことではないのだと
改めて気づくことができました。
　きっと両親は私のために自分のための多くのことを犠牲にし
てきたと思います。朝早くからお弁当を作り家事をほとんど一
人でこなす母。高校のときは時間がない中、送り迎えをしてく
れ家族の為に仕事をがんばる父。この2人の支えがあったから
こそ私は、ここまでくることができました。両親にもらい、育
ててもらったこの命を大切にし、1日1日を全力で生きていこ
うと思います。
　今日無事に成人の日を迎えることができたのも、両親をはじ
め様々な人たちの支えがあったからだと思います。幼い頃は喧
嘩ばかりしていましたが、今ではいい相談相手であるお姉ちゃ
ん、共に笑い共に泣き多くの思い出をくれた友人たち、時には
厳しく時には優しく私を教え導いてくださった先生方、親しく
つき合ってくれた親族や地域の方々のおかげだと感謝してます。
　これまでお世話になった方々へのお礼の意味も込めて、社会
に貢献できる人になりたいと思っています。

安田　芽衣（昇陽自治会）
　新年明けましておめでとうございます。
　無事に成人式を迎えることができ、心より
嬉しく思います。私がここまで成長し、成人
を迎えることが出来たのも、共に歩んだ友人
やいつも温かく見守ってくれた地域の方々、
そして何より家族の支えがあったからだと思
います。
　現在私は、国立鹿屋体育大学に在籍し、体育学科武道課程を専攻
しています。そこで将来体育教員になるための勉強や、私が今まで
没頭してきた剣道について深く学んでいます。
　私は幼い頃から剣道に没頭してきました。この剣道生活を通して、
あいさつなどの礼儀はもちろんのこと、努力すること、あきらめな
いことで感動を味わえることが出来ること、また、いつも一緒に切
磋琢磨してくれる仲間の大切さなどを学ぶことが出来ました。現在
も、大学で剣道部に所属し、仲間と切磋琢磨し頑張っています。ま
だレギュラーにはなることが出来ませんが、目標を忘れずに頑張ろ
うと思っています。また、昨年、全日本学生大会で、団体優勝をし
ました。私は選手ではなく応援する立場でしたが、自分のことのよ
うに大変嬉しく思い感動しました。ここまで剣道を続けることが出
来たのも、今までお世話になった方々がいるからこそだと思います。
特に家族には感謝の気持ちでいっぱいです。
　私の将来の夢は、体育教員になることです。私は幼い頃からスポー
ツをすることが好きでした。そのスポーツを今度は自分の手で、生
徒に教えていきたいと思っています。しかし、それまでに教員免許
を習得したり、教員採用試験という大きな課題を乗り越えなければ
なりません。気を抜くことなく勉学に励みたいと思います。
　これから成人として社会に出ますが、今まで以上に自分の言動、
行動に責任を持てる人間になりたいと思います。そして、常に感謝
の気持ちを忘れず、夢実現のために日々精進していきたいと思いま
す。

川前　佑介（東大原自治会）
　中学校を卒業し、それぞれの道を歩んで
きた仲間たちと、今日このように成人式を
迎えられたことを大変嬉しく思います。こ
れも家族をはじめとして、友人、先生方など、
私たちを支えてくださった全ての方々のお
かげです。
　私は現在、福岡で大学生活を送っていま
す。教育学部に在籍しており、学校教育だけでなく、社会教育
や、教育と関連させたまちづくりなど、様々なことを大学で学
んでおり、教育が社会の中で果たす役割の重要性を改めて実感
しています。将来のことは、まだ決めかねていますが、ぜひ鹿
児島に戻って、鹿児島の教育に貢献できる仕事をしたいと思っ
ています。
　私は、高校を卒業するまでの 18年間、この錦江町で過ごし
ました。幼いころから、川や山に遊びに行ったり、夏には田ん
ぼで稲刈りをしたりと、豊かな自然がいっぱいのこの町が私は
大好きです。また、私は、福岡に住み始めてからも、ふるさと
の大原地区の運動会には毎年参加しています。そこへ行くと、
まだ私が小さかった時から親しくしてくださった地元の方々と
触れ合うことができ、ふるさとの人の温かさを感じます。私は、
この恵まれた自然と人の温かさに包まれた町で育つことがで
き、本当に良かったと思っています。
　私たちが生きるこれからの時代は、震災からの復興、原発の
問題、少子化問題など、数多くの問題を抱えています。成人式
を迎えた私たちは、一人の大人としてこれらの問題を真剣に考
え、次の世代のためにも責任ある行動をしていかなければなり
ません。　　　
　これからは、この錦江町で生れ育ったという誇りと、感謝の
気持ちを忘れずに、社会に貢献できる大人になれるように努力
していきたいと思います。

竹下　元気（京町自治会）
　今日こうして地元の仲間たちと成人式を迎
えられることを嬉しく思うと共に久々の再会
に気持ちが高ぶるばかりです。
　中学校を卒業して以来、それぞれの夢に向
かって日々努力し精進してきました。まだま
だ途中ではありますが、これまでの経験を通
して少しは成長出来たと思います。この成長
をいつもそばで温かく支えてくれた両親、関わってくださった全
ての皆様に感謝いたします。本当にありがとうございます。少し
ずつではありますが、成長していく未熟な私たちをこれからも見
守ってください。
　すでに社会人として仕事に精を出す人、学生として勉学に励ん
でいる人様々だと思います。私自身、現在福岡県北九州市にある
新日鐵住友㈱八幡製鐵所に勤務し、日々技能のレベルアップに励
んでおりますが、やはり一社会人として仕事をすることは簡単な
ことではありません。私としては仕事の難しさや人間関係など
様々な困難があります。
私も何度も壁にぶつかっていますが、その時、思い浮かぶのは地
元や両親、仲間たちのことです。錦江湾に沈むあの素晴らしい夕
陽をみて心が和む気持ち、少しでも立派な姿を両親に見せたいと
いう気持ち、どんなに些細なことでもすぐに相談し、一緒に考え
てくれる仲間たち、これらのことを考えているとこんなことで負
けていられないという気持ちになり這いあがれます。単純かもし
れませんが、こういった気持ちや仲間とのつながりというのはこ
れから先もとても大切なことだと私は思います。この良き仲間た
ちと支え合ってこれから先の困難に立ち向かっていきましょう。
　最後になりますが、成人として晴れの門出を迎えた今、大人と
しての自覚を持ち、責任ある社会人として歩んで行く決意をここ
に誓います。当たり前のことを当たり前と思わず何事にも感謝の
気持ちを忘れず努力していきますのでこれからもよろしくお願い
します。

錦江町成人式
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　1 月 3 日、錦江町文化センターにおいて錦江町成人式
が開催されました。今年は 137 人の対象者のうち 98 人
が参加し、新成人を代表して竹下元気さん（京町自治会）、
川前佑介さん（東大原自治会）、上薗志歩さん（神川新
町自治会）、安田芽衣さん（昇陽自治会）が新成人の主
張を述べられました。
　また、激励のことばとして錦江町青年団団長の押領司
拓郎さんが「20 代はあっという間に過ぎるので、いろん
な事にチャレンジして頑張ってください。町内でも青年
団活動をとおして地域を盛り上げています。一緒に頑張
りましょう！」と述べられました。
　今年成人を迎えられる方々は、旧大根占町立（大根占・
神川・宿利原・池田）中学校の最後の卒業生ということ
もあり、式典終了後には旧中学校の話や久しぶりに会う
友人たちと、思い出話に花を咲かせていました。旧宿利原中学校卒業生

旧池田中学校卒業生

田代中学校卒業生

旧大根占中学校卒業生

旧神川中学校卒業生　　

2013年
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南
大
隅
高
校
だ
よ
り

　
今
回
は
修
学
旅
行
・
芸
術
鑑
賞
会
・
性
教
育
講
演
会
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

2013
１月号

芸  術  鑑  賞  会

性教育講演会

修　学　旅　行

町内各所に「学校便り」も配布していますのでご覧下さい。またHPもご覧下さい。
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Minamiosumi/

　12 月３日（月）、芸術鑑賞会が開催され、大蔵流狂言師
の方々による狂言「附子」・「蝸牛」が上演されました。
　ほとんどの生徒が狂言を見るのは初めのことであり、難

しいと思っていたようでし
たが、事前の説明で理解を
深め、楽しく観劇できまし
た。狂言の発声や所作を全
員で練習し、生徒代表５名
が狂言師の方の指導の下、
舞台上で演目の一部を演じました。『狂言は喜劇的なものを
表現する。』という言葉通り、笑いのある楽しい鑑賞会とな
りました。

　11月 15日（木）、助産師・ＤＶ被害者支援の会の森山多
賀子先生を招いて、性教育講演会を実施しました。『自分
の生と性をどう生きるのか』、『他人とふれあいながらここ
ちよい関係をどのようにつくっていくのか』についての講
演でした。
●生徒の感想
〜�最初はイヤらしいなぁ、キモチ悪いなと思っていたけど、
とても大切なことなんだと思いました。〜（１年女子）
〜�「性」とは様々な意味があること知りました。お互いの
ことを思いやり行動していくことが大切だと思いました。〜（２年男子）
〜�月経の話の中で、ホルモンによって肌がきれいになったり、髪につやがでるということを
初めて聞きました。男女の体の違いを理解し、社会に出てからも健康に過ごしていきたい
です。〜（３年女子）

　12月 11日（火）〜 14日（金）の３泊４日の日程で、関西方面の２年生修学旅行が実施さ
れました。京都の自主研修では、グループごとに寺社・仏閣を巡り、荘厳な風景に圧倒され
るとともに、古都京都の歴史と文化に触れることができました。また、大学や専門学校など
の上級学校を訪問し、研修を深めるグループもありました。清水寺では、偶然にも平成 24 年
を表す漢字「金」を描く様子を目の当たりにすることもできたそうです。ユニバーサルスタ
ジオジャパンでは、アトラクションを満喫し、最終日は、大阪中央卸売市場や大阪城を見学し、
学びの中にも楽しい思い出となる旅行になりました。
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 平成 25 年度  保育園児募集 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

　役場では、平成 25 年度保育園入園児を募集します。入園を希望される保護者の方は、以下の点にご注意の上、早
めにお申し込みください。（※申込書は役場本庁保健福祉課・支所住民生活課、または町内各保育園にあります。）
● 申込書受付期間…　平成 25年１月 21日（月）〜平成 25年２月１日（金）（土・日曜日を除く）
● 申込書提出先……　役場本庁保健福祉課・支所住民生活課、または希望する保育園へ持参してください。

保育所に入所できるのは、保護者が下記のいずれかに該当する児童です。
１．昼間に居宅外で労働することを常態としていること。
２．昼間に居宅内で当該児童と離れて日常の家事以外の労働をすることを常態としていること。
３．妊娠中であるか、又は出産後間がないこと。
４．疾病にかかり、若しくは負傷し、又は精神若しくは身体に障害を有していること。
５．�長期にわたり疾病の状態にある、又は精神若しくは身体に障害を有する同居の親族を常時介護していること。
６．震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっていること。
７．１〜６に類似する状態にあると町長が認めること。

【お問い合わせ先】	 錦江町役場　保健福祉課 福祉チーム　℡０９９４－２２－３０４２（直通）
	 　　　　　　住民生活課 民生チーム　℡０９９４－２５－２５１１（内線５５４）

保育所名 法輪保育園 めばえ保育園 ひかり保育園 川原保育園
所 在 地 城元 777 番地 神川 3141 番地 26 城元 4750 番地 3 田代川原 275 番地 1
入所定員 30 名 20 名 60 名 45 名
休 所 日 日曜日・祝日、年末年始、新年度準備期間
開所時間 7時〜18時30分 7時30分〜18時 7時〜19時 7時〜19時30分

対 象 両親が共働きをしたり、病気にかかっているなどの理由で、日中の保育に欠ける児童。
詳しい入所基準は下記の保育所入所基準をご覧ください。 

保育料等 世帯の所得や扶養者数、お子さんの年齢によって決まります。
昼 食 完全給食（保育所内の調理室で対応しています。）

募集保育所概要

保育所入所基準

年金だより　

新成人の皆さん
おめでとうございます

住民税務課 電話 0994-22-3039
住民生活課 電話 0994-25-2511
鹿屋年金事務所 電話 0994-42-5121

　

国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年

金
（
厚
生
年
金
加
入
者
を
除
く
）

に
加
入
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特

例
制
度
」（
学
生
の
み
）、「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」（
30
歳
未
満
）
な

ど
の
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。

●�

国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）

　
3
つ
の
メ
リ
ッ
ト

1
、
老
後
を
支
え
ま
す

　
…
…
…
…
…
…
老
齢
基
礎
年
金

2�

、
病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す

　
…
…
…
…
…
…
障
害
基
礎
年
金

3�

、
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

子
の
あ
る
配
偶
者
、
子
を
支
え

ま
す
。

　
…
…
…
…
…
遺
族
基
礎
年
金
　

●�

「
国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内

を
民
間
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
方
に
対

し
て
、
電
話
・
文
書
・
戸
別
訪
問

に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
や
免
除
等

の
申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
民
間

事
業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

▪�

平
成
24
年
10
月
か
ら
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
く
委
託
事
業
者（
鹿

屋
年
金
事
務
所
管
内
）

　
（
株
）
キ
ャ
リ
ア
リ
ン
ク

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
℡ 

０
１
２
０
‐
９
２
５
‐
９
９
７

※�　

委
託
事
業
者
は
、
日
本
年
金

機
構
が
発
行
し
た
納
付
書
に
よ

り
最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払

い
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
銀
行
口

座
を
指
定
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

に
よ
り
振
込
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
不
明
な

点
は
、
鹿
屋
年
金
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
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錦江町農業委員会だより
　

平
成
25
年
、
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
年
も
昨
年
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
ご
存
じ
の
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
農
業

委
員
の
方
々
の
存
在
と
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
改
め
て
お

知
ら
せ
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
気
軽
な
相
談

相
手
と
し
て
是
非
と
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

錦
江
町
は
、
農
業
を
主
体
と
し
た
産
業
振
興
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
下
記
の
よ
う
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
業
を
新
た
に
始
め
た
い
方
、

規
模
を
拡
大
し
た
い
（
買
い
た
い
・
借
り
た
い
）
方
、
農

地
を
売
り
た
い
方
、
農
地
を
貸
し
た
い
方
等
農
地
に
関
す

る
相
談
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
農
業
委
員
さ
ん

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
身
近
な
農
業
委
員
の

存
在
と
活
動
に
つ
い
て

近川　正人 早瀬・郷ノ原・辺志切・上原・鶴園 宿利原勝吉 笑喜上下・宿利原・協和

鈴　　一麿 松坂・毛下・笹原・馬場中原 貫見　和洋 橋ノ口・中村・平石・柴立・上柴立

東郷　輝昭 西大原・東大原・富田・鵜戸野
・久木野 鮫島　廣幸 神川中原・桜原

木原　光郎 神之浜一・ニ・本町・京町・栄町・旭町・
中園・宮脇・上之宇都 猪鹿倉昭雄 原沢・池野・瀬戸口・猪鹿倉・鳥淵

厚ケ瀬博文 牧原・命苫・厚ケ瀬 落司　順一 塩屋・城ケ先・瀬戸山・六反田

黒瀬　　正 大尾・落河・才原・岩元 畠中　正秋 半下石・壱崎・段中野

牧原　　昇 鳥浜・神川城 寺田　郁哉 麓・弓場下・鳥井戸・木場・中西

鍋　　康博 下・馬場・東ノ原・長谷・西中郡
・東中郡 安水　義文 川南・川北・白井・安水・大久保

樋渡　俊信 山下・岩崎・表木・折小野・上山ノ口 徳永　哲朗 神川上・中・新町・皆倉

平原　　栄 木原・寺前・山之口・大橋上下 基　　岸澄 重岳・盤山・新田・内之牧・中尾

農業委員さんの氏名と担当区域をお知らせします。

一、�農業委員は、農業・農村・農業者の代表として、新基本農政の推進に努め、国民の期待と信頼にこたえます。
一、農業委員は、食糧の自給率向上のため、適正な農地行政に努め、優良農地の確保と効率利用を進めます。
一、�農業委員は、意欲ある担い手を育成確保し、望ましい農業構造を実現するため、農用地の利用集積と集

団化に努めます。
一、�農業委員は、地域農業の持続的発展のため、認定農業者等の経営支援を強化し、農業・農村の振興に努

めます。
一、農業委員は、暮らしと経営に役立つ情報の収集・提供に努め、活力ある農業と農村社会をめざします。

●農業委員とは？（農業委員憲章より）



11  広報きんこう 2013.１

１
、
農
地
利
用
状
況
調
査

　
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）

　

全
農
業
委
員
さ
ん
が
各
担
当
区

域
の
農
地
を
す
べ
て
調
査
点
検
し

ま
し
た
。（
8
月
〜
10
月
）

　

大
根
占
地
区
、
田
代
地
区
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
ご
と
に
全
農
業
委
員

さ
ん
方
が
担
当
地
域
の
農
地
を
す

べ
て
立
ち
入
り
調
査
を
行
い
、
農

地
が
耕
作
可
能
な
農
地
で
あ
る
か

或
い
は
耕
作
が
不
可
能
な
農
地
と

な
っ
て
い
る
の
か
（
既
に
山
林
化

し
て
い
る
と
か
、
農
地
が
荒
れ
て

竹
等
が
繁
茂
し
、
耕
作
が
極
め
て

困
難
な
状
態
等
）
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

食
糧
自
給
率
向
上
を
目
指
す
方

向
は
、
国
の
重
要
な
施
策
と
な
っ

て
い
ま
す
。
農
地
を
荒
ら
さ
ず
、

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
め
ぐ

り
め
ぐ
っ
て
自
分
た
ち
の
生
活
に

つ
な
が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

農
地
は
大
事
に
、
そ
し
て
有
効

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

２�

、
認
定
農
業
者
と
農
業
委
員
の

語
る
会
（
平
成
24
年
10
月
25
日

〜
花
瀬
で
ん
し
ろ
う
館
他
）

　

毎
年
恒
例
の
認
定
農
業
者
の

方
々
と
語
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

３�
、
南
大
隅
町
・
錦
江
町
2
町
農
業

委
員
研
修
会
（
平
成
24
年
11
月
15

日
〜
16
日
：
薩
摩
川
内
市
他
）

　

南
大
隅
町
農
業
委
員
会
と
合
同

で
先
進
地
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
先
は
薩
摩
川
内
市
の
峰
山
地

区
で
し
た
が
、
地
区
（
錦
江
町
で

い
う
地
区
公
民
館
単
位
組
織
）
で

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
や
、
公

園
の
整
備
等
に
取
り
組
ま
れ
、
連

帯
意
識
の
強
さ
と
取
組
内
容
の
す

ば
ら
し
さ
に
み
な
さ
ん
感
銘
し
て

い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
の
実
施
済
主
要
行
事（
主
要
な
も
の
３
件
）認定農業者の方々と語る会先進地研修（薩摩川内市）

12月1日
～12月25日

戸
籍
の
窓

平成25年４月１日から障害者の法定雇用率が引き上げになります。

事業主区分 
法定雇用率 法定雇用率 

現　行 平成25年４月１日以降

民 間 企 業 １．８％ ➡ ２．０％
国、地方公共団体等 ２．１％ ➡ ２．３％
都道府県等の教育委員会 ２．０％ ➡ ２．２％

　今回の法定雇用率の変更に伴い、障害者を雇用し
なければならない事業主の範囲が、従業員 56 人以
上から 50 人以上に変わります。
　※�従業員 50 人以上 56 人未満の事業主のみな

さまは特にご注意ください。
【問い合わせ先】
ハローワーク鹿屋（鹿屋公共職業安定所）
℡ 0994-42-4135

戸籍に関する情報は
ホームページ上では掲載致しておりません
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の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▪
税
務
署

　

℡ 

０
９
９
４
‐
42
‐
３
１
２
７

　

※
自
動
音
声
案
内

●�

公
的
年
金
収
入
の
あ
る
方
の
確

定
申
告
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か

つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
に
つ

い
て
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

１�　
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２�　
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税

務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▪
税
務
署

　

℡ 

０
９
９
４
‐
42
‐
３
１
２
７

　

※
自
動
音
声
案
内

●
贈
与
と
税
金

　

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を

も
ら
っ
た
と
き
に
、
も
ら
っ
た
人

に
か
か
る
税
金
で
す
。

　

贈
与
税
が
か
か
る
の
は
、
一
人

の
方
が
１
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産

の
価
額
の
合
計
が
１
１
０
万
円
を

超
え
る
場
合
で
あ
り
、
申
告
及
び

納
付
は
、平
成
25
年
２
月
１
日（
金
）

か
ら
平
成
25
年
３
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、親
等
か
ら
財
産
を
も
ら
っ

て
相
続
時
精
算
課
税
の
選
択
を
し

た
場
合
や
配
偶
者
か
ら
居
住
用
財

産
を
も
ら
っ
た
場
合
な
ど
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
特
別
控

除
な
ど
の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

申
告
書
の
作
成
に
は
、
自
宅
や

事
務
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.nta.go.jp

）の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
簡
単
に
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成

し
た
デ
ー
タ
は「
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
で

送
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
平

成
24
年
分
の
申
告
か
ら
利
用
で
き

ま
す
。）の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

贈
与
税
の
こ
と
に
つ
い
て
お
分

か
り
に
な
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▪
税
務
署

　

℡ 

０
９
９
４
‐
42
‐
３
１
２
７

　

※
自
動
音
声
案
内

【
募
集
目
的
】
鹿
児
島
県
森
林
技
術

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
森
林
・

林
業
に
関
す
る
知
識
及
び
技
術

を
実
地
に
修
得
さ
せ
、
優
秀
な

林
業
後
継
者
及
び
林
業
技
術
者

の
養
成
を
図
る
。

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
修
業
期
間
】
１
年
（
平
成
25
年
４

月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
）

【
入
所
資
格
】

⑴
学
校
教
育
法（
昭
和
22
年　

法
律

第
26
号
）に
よ
る
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
者（
平
成
25
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
者
を
含
む
。）又
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者

で
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
者

　

ア　

県
内
に
居
住
す
る
者

　

イ�　

入
所
期
日
に
お
い
て
、
年

齢
が
18
歳
以
上
で
心
身
が
健

全
で
あ
る
者

　

ウ�　

修
得
後
鹿
児
島
県
内
に
お

い
て
林
業
振
興
に
携
わ
る
意

志
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

⑵
前
項
に
関
わ
ら
ず
所
長
が
適
当

と
認
め
る
者

【
提
出
書
類
】
入
所
願
書
（
別
記
様

式
）
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
募

集
期
間
内
に
県
森
林
技
術
総
合
セ

ン
タ
ー
所
長
に
提
出
す
る
こ
と
。

⑴
履
歴
書
（
自
筆
）

⑵
健
康
診
断
書

⑶
学
業
成
績
証
明
書

⑷
返
信
用
切
手
80
円
１
枚

⑸
写
真
２
枚
（
出
願
前
６
月
以
内

に
帽
子
を
着
け
な
い
で
撮
影
し

た
正
面
上
半
身
像
の
手
札
型
の

も
の
４
㎝
×
３
㎝
）

【
募
集
期
間
】
平
成
24
年
11
月
15

日
（
木
）
か
ら
平
成
25
年
２
月

15
日
（
金
）
ま
で
必
着
の
こ
と
。

【
選
考
試
験
】

⑴
日
時
平
成
25
年
２
月
22
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

⑵
場
所
鹿
児
島
県
森
林
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

⑶
科
目
作
文
・
面
接
試
験

【
許
可
通
知
】

　

入
所
許
可
者
に
対
し
２
月
下
旬

に
郵
便
で
通
知
す
る
。

【
そ
の
他
】

⑴
修
業
期
間
中
は
、
寄
宿
舎（
森

の
研
修
館
か
ご
し
ま
）に
入
舎
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
別
の
理

由
に
よ
り
所
長
の
許
可
を
受
け

た
者
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

⑵
入
舎
時
の
食
事
等
の
経
費
は
各

自
の
負
担
と
す
る
。

⑶
入
所
は
４
月
上
旬
（
日
時
は
入
所

許
可
通
知
と
同
時
に
連
絡
す
る
。）

【
問
い
合
せ
先
】

　

�

鹿
児
島
県
森
林
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
庶
務
部

　

�

鹿
児
島
県
姶
良
市
蒲
生
町
上
久
徳
１
８
２
‐
１

　

℡ 

０
９
９
５
‐
52
‐
０
０
７
４

お知らせ
コーナー
INFORMATION

2013. １

●�

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー「
０
」番
へ
！

　

熊
本
国
税
局
で
は
平
成
25
年
１
月

21
日（
月
）か
ら
平
成
25
年
３
月
15
日

（
金
）ま
で
の
期
間
、「
確
定
申
告
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
所

得
税
、
消
費
税
及
び
贈
与
税
の
確
定

申
告
に
関
す
る
ご
相
談
等
に
電
話
で

お
答
え
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
寄
り
の
税
務
署
の
代
表
電
話
に

お
か
け
い
た
だ
く
と
、
自
動
音
声
案

内
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、「
０
」

番
を
選
択
し
、
用
件
を
お
話
く
だ
さ

い
。
申
告
会
場
や
受
付
時
間
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

お
答
え
す
る
ほ
か
、
問
い
合
わ
せ
の

内
容
等
に
よ
り
、
電
話
を
転
送
し
、

職
員
等
が
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
や
少
々

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

お
知
ら
せ

国
税
だ
よ
り

平
成
25
年
度
鹿
児
島
県
森
林
技

術
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
生
募
集
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今月の

久木野自治会
藤崎 みずえさん

図書司書補
谷口 ゆり子さん

　「これが目にはいらぬかー！」でおなじみの水戸黄
門（三男として生まれ水戸家を隠居するまで）の物
語です。将軍・父親・母親・兄弟・妻、まわりのすべ
ての人たちの壮絶な思いが絡んで、読み進めるうち
にそれぞれの思いに胸が熱くなってきます。凄い！感
動！さすが虎のごとき光圀です。
　書いてくれた著者に、お礼を言いたくなります。

　長崎の田舎から大学進学のために上京し、青春を
謳歌しながら毎日を過ごしている『横道世之介』とい
うある一人の青年の物語です。お調子者で、こいつに
関わると面倒くさいんだよなぁと思いながらも、見捨
てられない奴…そんな友達っていませんでした？そん
な世之介に関わった人々の話です。ちなみに、今年 2
月に高良健吾主演で映画公開されるそうです。

横道 世之介
吉田 修一 / 著

光圀伝
沖方 丁 / 著

平成 25 年度県営住宅の空き家待ち順位登録の申込み受付を行います。

110 番通報は警察への緊急電話です！

い
1
ち早く　い

1
そがず慌てず　れ

0
い静に

事件や事故に遭ったり、見たときにおかけください。
強盗！交通事故！泥棒！など、こんなときに１１０番！

鹿児島県警察本部

【募集住宅】…………………………肝属郡錦江町　タウンコートハウス城元団地
【申込書の配布・受付期間】………平成25年 2月1日（金）〜平成25年 2月25日（月）
【抽選日】……………………………平成25年 3月7日（木）
【問い合わせ先】……………………県営住宅指定管理者（株）南日ホーム鹿屋支店　℡0994−40−9620

１　電線の近くでは次のようなことに気をつけましょう。
●凧上げは、電線から十分に離れた広いところでしましょう。
●切れた電線には、絶対に触れないようにしましょう。
●電柱・鉄塔には、絶対に昇らないようにしましょう。
●�凧などが電線にかかった場合や、切れたり垂れ下がった電線を見つけた場合は、絶対に近づかず、
最寄りの九州電力営業所までご連絡ください。

２　クレーン作業等を行なう前に次のようなことに気をつけましょう。
●�クレーン作業等を行う前には、付近の状況をよく観察して電線に接触する恐れがないか確認する。
●�電線の近くで作業を行う場合は、九州電力に連絡して建設用防護管を取付けて安全措置が講じら
れた後に作業を行う。

●電線近くでの作業では、専任の監視者を設け単独作業を行わない。
●�車両の移動を行う場合は、必ずブームの収納、ダンプカー等については荷台の下げを確認して移
動する。

●誤って電線を断線させた場合は、絶対に手を触れず、最寄りの九州電力営業所までご連絡ください。
九州電力㈱鹿屋営業所　℡ ０１２０-９８６-８０６

感電事故防止PR
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町
営
住
宅

空
き
家 

状
況

（
12
月
26
日
現
在
）

大
根
占
地
区

　
特
公
賃 

芝
山
団
地	

１
戸

　
公
営 

神
川
団
地	

１
戸

　
町
営 

神
川
教
職
員
住
宅	

１
戸

　
町
営 

池
田
教
職
員
住
宅	

１
戸

お
問
い
合
わ
せ
及
び
入
居
希
望
の
方
は
、

建
設
課
ま
た
は
地
域
振
興
課
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。

休日の在宅当番医

※�諸事情により変更となる場合がございますの
で、ご利用の前にお問い合わせください。

月　日 病　院　名 電話番号
1月13日 肝属郡医師会立病院 22-3111

14日 大根占医院 22-2658
20日 長浜医院 22-0137
27日 じょうさいクリニック 24-2977

2 月 3 日 濱畑クリニック 25-2575
10日 津崎医院 24-2153
11日 肝属郡医師会立病院 22-3111

 人口の動き
平成24年12月26日現在

前月号比
人　口 8,869人 （△ 20）

男 4,155人 （△ 15）
女 4,714人 （△   5）

世帯数 4,177戸 （△   1）
△は減少

住民基本台帳法改正に伴い、外国人住民も含まれます。

●新年あけましておめでとうございます。
　2013 年は巳年。ヘビの苦手な私にはちょっと苦手な年になりそうですが、『漢書 律暦志』

では、「止む」の意味「巳」として、草木の生長が極限に達して次の生命が作られはじめ
る時期と解釈されているようです。

　たしかに政治・経済と大変な年を迎えそうです。私自身もこれまでの広報誌を振り返り反
省しながら、2013 年をよりよい広報誌として記事を伝えられるように努力していきたい
と思います。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

EDITORS

　12月 21日、大隅肝属地区消防組合南部消防署に今年の干支、「蛇」
がお目見えしました。
　職員 14人が非番や勤務の合間を利用し、3ヶ月かけオイル缶や牛
乳パックなどを再利用し制作しました。この干支飾りは 1985 年から
毎年制作しており地域の方々も毎年楽しみにされている方が多く、年
賀状用の写真として撮っていく方も多いようです。新牛込光明署長は
「地域住民の方々が、我が巳を守るためにも住警器設置率をさらに引き
上げたい」と話されました。
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平成24年 工業統計調査を実施します

経済産業省・都道府県・市町村

　工業統計調査は、我が国の工業の実態を明ら
かにすることを目的とした統計法に基づく報告
義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基
礎資料として利活用されます。
　調査時点は 24 年 12 月 31 日です。
　調査票へのご回答をお願い致します。
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